
                           

 

【事業の目的】 
 優良な住環境を備えたまちを創出することによる、市外からの流入人口の増

加を目的としています。  

 

【事業の内容】 
 岩瀬土地区画整理事業内に、「財団法人  住宅生産振興財団」とコラボレー

ションして優良な住環境の整備を推進するものです。  

 

【事業年度】 
 平成２８年度～令和３年度（６か年）  

 

【予算額（千円）】 
 ２０，６８０千円（歩行者専用道路整備費用）  

１５，８４０千円（公園整備費用）（令和２年度）  

 

【財源】 
 社会資本整備総合交付金（国）、保留地処分金（組合）、市有地処分金、地

方債、一般財源（市）  

 

【事業実施に至った背景・経緯】 
 羽生市では、平成８年度から、羽生市岩瀬土地区画整理組合による土地区画

整理事業を進めています。平成２７年度から地区内において大型商業施設の立

地計画を進めており、令和２年９月には、ホームセンターやスーパーマーケッ

トのほか、ドラッグストア、歯科医院等がオープンしました。  

この商業施設に隣接した土地（2.5ｈａ）について、土地の売却を希望する地

権者の土地と保留地とを一団の区画として、地権者組合に一括購入してもらい、

特色ある住宅街区を整備してきました。  

 

ようこそ！官民連携の優良住宅街区へ 

－Ｎｏ１４ . 羽生市－ 

分野区分  Ｃ  

【街区内公園とモデルハウス】  



【事業のＰＲポイント】 
全国でも珍しい、民事信託の手法を活用した分譲住宅地です。住宅生産振興

財団の協力の下、便利で歩きやすく、景観にも優れた環境の良い住宅地となり

ました。  

住宅街区内には緑溢れる歩行者専用道路や、民地の背割り部分を活用した、

街区住民の共有空間となるフットパスが整備されるほか、街区道路にはクラン

クを設置するなど、歩行者が快適かつ安全に生活できるよう配慮しました。ま

た、サークル部分やベンチ、フットライトを設置するなど景観に優れたつくり

となっており、電柱をフットパス内に配置し目立たなくすることで、すっきり

とした視界性の確保にも配慮しました。  

さらに、歩行者専用道路は、隣接する公園を経由し、大型商業施設内の歩道

と接続しています。まち全体の回遊性を増加させ、利便性を向上させました。  

 

 【事業実績・成果・今後の展開】 
 ＜令和元年度＞  

  岩瀬土地区画整理組合と住宅生産振興財団と協定書を締結  

 ＜令和２年度＞  

  歩行者専用道路を含む道路の整備完了  

  公園の着工（令和２年９月）  

  分譲開始（令和 2 年 11 月）  

  モデルハウス完成（令和３年３月）  

 

 ＜今後の展開＞  

 令和３年度も引き続き分譲を促進して

いきます。また、令和３年度内に公園が  

完成する予定です。  

 

【参考資料】 

 アルコガーデン羽生岩瀬パンフレット  

 

〔  連絡先  〕  

 まちづくり政策課  都市計画係   

担当  048-561-1121（内線 266）  

 

【優良住宅街区  位置図】  
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